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高周期元素シクロブタジエンジアニオン，ビシクロ［1. 1. 0］ブタン -2. 4-ジイドの合成・構造解析を行い，「芳
香族性」を軸とした高周期元素と炭素の性質を解明することを目的とした。さらに，高周期元素環状アニオ
ン種を用いて「ケイ素－遷移金属」の化学へ展開した。高周期元素シクロブタジエンジアニオン，ビシクロ
















は，第三章で合成した高周期元素ビシクロ［1. 1. 0］ブタン -2, 4-ジイドを前駆体として，カルベン錯体の高
周期元素類縁体であるシリレン，及びゲルミレン遷移金属錯体の合成に成功し，この環状シリレン錯体にお
いてホモ芳香族性が発現していることを明らかにした。










14 族元素－遷移金属錯体における「ホモ芳香族性」の存在を明らかにした。これまでに「高周期 14 族元素
環状化合物－遷移金属錯体」の化学は未踏の領域であり，本研究は先駆的であると判断でき，高く評価でき
る。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
